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表 題 
CC-Link IE TSN ― CC-Link ブリッジユニットを 
MELSEC iQ-F シリーズの TSN マネージャ局で使⽤する場合の 
制限事項及び注意事項 

発 ⾏ 2026 年 6 ⽉ 

適⽤機種 FA3-BR1TC 

 
平素は弊社製品に格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 
さて、このたび CC-Link IE TSN ― CC-Link ブリッジユニットを MELSEC iQ-F シリーズの CC-Link IE TSN

マネージャ局と組み合わせてご使⽤いただく際の制限事項及び注意事項をお知らせいたします。 
 

1. 対象マネージャ局 
シリーズ名 対象マネージャ局 

MELSEC iQ-F FX5-CCLGN-MS 
 
2. 対象製品バージョン 

製品 対象バージョン 
FX5-CCLGN-MS ”1.010”以降 

FA3-BR1TC 全バージョン 
GX Works3 “1.085P”以降 
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3. 制限事項 
GX Works3 上の「デバイス局のコマンド実⾏」にエラー履歴の表⽰や各種診断などのコマンドがありますが、⼀
部のコマンドについて MELSEC iQ-F シリーズの CC-Link IE TSN マネージャ局(FX5-CCLGN-MS)と組み
合わせて使⽤する際に下記画像のようなエラーが発⽣し、実⾏できません。 

 
ただし、リモート⼊出⼒(RX/RY)およびリモートレジスタ(RWr/RWw)を使⽤してプログラムから確認することは
可能です。 
実⾏および実⾏結果の確認⽅法についてはユーザーズマニュアル(詳細編)(50CM-D180449)の「10.5 デ
バイス局のコマンド実⾏」の「コマンド⼀覧」の表の「参照先」をご確認ください。 
各コマンドの実⾏可否は下表のとおりです。 
 

コマンド 実⾏可否 
CC-Link のオフセット/サイズデータ読出し 可 
エラー履歴データ読出し 可 
エラークリア要求 可 
エラー履歴クリア要求 可 
パラメータ⾃動設定状態モニタ 可 
ユニットリセット 可 
CC-Link リセット 可 
CC-Link のデータリンク停⽌/再起動要求 不可 
CC-Link の⼀時エラー無効/無効解除要求 不可 
CC-Link の回線テスト要求 不可 
CC-Link の伝送速度テスト要求 不可 
CC-Link の他局情報読み出し 不可 
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4. 注意事項 
本製品を上記マネージャ局に接続して使⽤する際、構成設定画⾯にて「デフォルト設定(最⼤点数)」のままシ
ーケンサへのパラメータ書き込みを⾏うと、通信周期間隔(最⼩値)がデフォルト値(1000μs)を超過した状態
でパラメータが書込まれます。その後、CPU のリセットや電源の⼊れ直しを⾏い、パラメータを反映させると、
FX5-CCLGN-MS で通信周期間隔設定異常(エラーコード H3010)が発⽣します。 

 
 
エラーを回避するには、 

a) ブリッジユニットの使⽤点数を接続する CC-Link 機器で必要な点数に合わせ、通信周期間隔(最⼩
値)が 1000μs 以下になるように使⽤点数を調整する→下記⼿順(1) 

b) 通信周期間隔を通信周期間隔(最⼩値)より⻑く設定する→下記⼿順(2) 
のいずれかの対応が必要です。 

通信周期間隔(最⼩値)の値は、他に使⽤する CC-Link IE TSN リモート局の台数とそれぞれの使⽤点数と
合わせて算出されます。 
具体的な⼿順について次⾴以降に⽰します。 
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(1) 使⽤点数を調整する場合の⼿順 
1. CC-Link IE TSN 構成画⾯で本製品を登録します。 
2. 「パラメータ⾃動設定」の詳細設定より使⽤する⼦局情報を設定します。 
3. 使⽤する⼦局に必要な点数を計算してください。(CC-Link リモート局 1 局あたりのリンク点数は本

製品ユーザーズマニュアル(詳細編)「4.3 通信仕様」を参照ください。) 
4. ⼿順 3 で算出した値に本製品で使⽤する点数(RX,RY それぞれ 256 点、RWr,RWw それぞれ

144 点)を加算した値を「RX 設定」、「RY 設定」、「RWr 設定」、「RWw 設定」に設定します。 
(詳細は本製品ユーザーズマニュアル(詳細編)「7.1 CC-Link IE TSN のリモート⼊⼒(RX)，リモ
ート出⼒(RY)」、「7.2 CC-Link IE TSN のリモートレジスタ(RWr/RWw)」を参照ください。) 

5. CC-Link IE TSN 構成画⾯の通信周期間隔(最⼩値)が 1000μs 以下になっていることを確認
してください。突発的な負荷増による通信周期の増⼤に備え、⼗分なマージンを確保した値に設定
することを推奨します。 

 
 
 
以下に設定例を⽰します。(設定例の単純化のためデバイス局はすべて同じ占有局数/倍率の局としてい
ます。) 
 
設定例 
No. I/O 局 デバイス局 

(占有/倍率) 
RX/RY 
使⽤点数 

RWr/RWw 
使⽤点数 

RX/RY 
設定値 

RWr/RWw 
設定値 

通信周
期間隔 

1 30 局 10 局 
(1 局/1 倍) 

1280 点 40 点 1536 点 184 点 554μs 

2 20 局 20 局 
(1 局/2 倍) 

1280 点 160 点 1536 点 304 点 696μs 

3 10 局 10 局 
(4 局/2 倍) 

2560 点 320 点 2816 点 464 点 879μs 

 
(2) 通信周期間隔を⻑くする場合の⼿順 

1. FX5-CCLGN-MS の基本設定画⾯を表⽰します。 
2. 「基本設定」-「通信周期設定」-「基本周期設定」-「通信周期間隔設定(1μs 単位で設定しな

い)」にネットワーク構成設定画⾯に表⽰されている通信周期間隔(最⼩値)より⼤きい値に設定し
てください。なお、「1μs 単位の設定」を「設定する」に変更することで、「通信周期間隔設定(1μs
単位で設定する)」にて 1μs 単位での設定も可能です。突発的な負荷増による通信周期の増⼤
に備え、⼗分なマージンを確保した値に設定することを推奨します。 

 
 

⼿順 4. 使⽤点数を調整 

⼿順 5. 1000μs 以下であることを確認 
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詳細は「MELSEC iQ-F FX5 CC-Link IE TSN マスタ・ローカルユニットユーザーズマニュアル
(SH082214)」を参照ください。 

 

 
 

商標 
CC-Link，CC-Link IE TSN，および MELSEC は，三菱電機株式会社の⽇本における登録商標です。 
FA グッズ，FAgoods，および MEEFAN は，三菱電機エンジニアリング株式会社の⽇本における登録商標です。 
本⽂中における会社名，システム名，製品名などは,⼀般に各社の登録商標または商標です。 
本⽂中で，商標記号(®，™)は明記していない場合があります。 

通信周期間隔(最⼩値)より⼤きい値を設定 


